
1.1. プログラムの構成

1. 導入編
3

1.1.3. ２つのモードとオプションテンプレート

モードの切り替え
[メニュー＞ウィンドウ]

※ツリーメニュー︓ウィンドウ＞右クリックでも切り替えが出来ます

※AUTOCADLT2010相当の2次元CADを搭載しています。
自動生成した図をCADモードに貼り付けて、階段や開口線など
eGenにない情報を書き足すこと(リタッチ)により、充実した内容の
図面に仕上げることができます。

CADモード
※eGenの3Dモデル情報を使って伏図・軸組図・部材リストを
自動生成するモードです。

自動生成モード

※自動生成するスタイルを決定して
テンプレートとして設定するところです。
これにより、ご自身や会社のスタイルで
自動生成することが可能です。
伏軸図面と部材リストのテンプレートに
分かれています。

オプションテンプレート

自動生成
モード

CAD
モード

自分のスタイルで自動生成︕
オプションテンプレート

Drawingは、一般的なCAD機能を持った「CADモード」と、自動で図を生成する「自動生成モード」の2つの空間を
切り替えながら図面を仕上げていきます。この2つのモードと、ご自身のスタイルに合わせて自動生成するよう設定できる「オプション
テンプレート」との関係性について学習します。




